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東京工大物理 小 口 武 彦
Bethe格子では閉ぢた図形がないことが, 1次元格子 と類似 している｡ このため
Isingmodelの Betbe格子に,
値問題の方法 1)を適用できる｡
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ピン系の状態和, Zは最隣接格子点の数 (図は Z-3の場合)である｡ 簡単のため






とはただちにわかるo これは para-agの解 である｡ そこで Pl- 三 ± e′,p.-




が得 られる｡ 8> 5' のときは,外側のスピンに摂動 を与克ても,内側に入るにっれて
damp してしまうので, paramagの解が安定であるが, 8'/e> 1となるとP+-





が得られるo したが って (Z-1)tanhKc- 1が転移点であり,これは当然のことな
がらBethe近似の結果 と一致する｡
注意すべきことは, (2)の定義から, ) はスピン 1個あた りの状態和に相当するも
のであるが, Bethe格子ではそ うではないOそれは Bethe格子は普通の格子 と違 って
siteが同等でないためである｡ したが って上 に得た解 は, Bethe 格子の十分内側の
スピンに対する解 である｡
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